
基本的な考え方

住友化学グループは、納税を企業が果たすべき最も基本的かつ

重要な社会的責任の一つと考えており、各国にて適用される税

法を遵守し、その精神を尊重した適切な納税を行っています。

　当社グループは、タックスヘイブン（租税回避地）と呼ばれる、

無税あるいは低税率の国または地域の過度な税金優遇制度を

利用することが各国における適正な税金納付を阻害すると理

解しており、租税回避を目的としたタックスヘイブンの利用は

せず、事業を実施している国や地域において適切な納税を行う

ことで、それらの国や地域の経済発展に貢献します。

　住友化学グループは、税の透明性の確保、税務コンプライアン

ス向上のため、「住友化学グループ税務方針」を定めています。

マネジメント体制

税務コンプライアンスと税の透明性確保に向けた取り組みを高

いレベルで実行するために「住友化学グループ税務方針」を制

定するとともに、国内外のグループ会社にも共有しています。

事業展開する各国・地域の税法を遵守し、適切に納税を行うこ

とを徹底しています。

　また、税務問題や税務戦略のうち重要なものについては、定期

的に行われている経営会議や取締役会で報告されています。

目標・実績

法人所得税納税額

  https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/files/docs/TaxPolicy_j.pdf   

住友化学グループ税務方針

■ 住友化学グループ納税額 （億円）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

納税額 487 544 683 655 483

■ 2023年度 住友化学グループ地域別納税額
（億円）

日本 海外 総計東アジア 北米 その他地域
地域別納税額 380 103 21 48 34 483

  リスクマネジメント  
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税の透明性

https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/files/docs/governance_risk.pdf

	税の透明性

